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教育勅語暗記の動機








































































































暗記程度を試すテス トや昔の前での個人暗滴 をきっかけと して暗記 した,修身の成績 を










































場合には居残 りさせる,等の手段を乗 じて,一人ひとりの児童 に ｢徹底的｣に教育勅語を
暗記 させるべ く指導 したようすが うかがえる｡ ときには児童に体罰を科 して ｢強制的｣に,
｢厳 しく｣暗記を促 した｡廊下 に立たせるといった見せ しめ的な休罰を科す ことは, 本人
のみでな く周 りの子 どもたちに暗記を促すのに効果的であったようだ｡
児童の方 は,教師に叱 られたり罰せ られたりしないように,皆の前で恥ずか しい思 いを
しないように,あるいは成績を下げないように,｢一生懸命｣,｢必死｣ に暗記 した｡ この
ように動機が外圧による場合,児童は確実に教育勅語を暗記 したのだろうが,暗記するこ
とにエネルギーを使い果た して しまって,教育勅語その ものの意味 ･意義を理解す るまで
に至 ることは少なか ったのではなかろうか｡児童 に対 して教育勅語の意義 ･意味の理解 よ
りも丸暗記を期待するような学校側の方針が うかがえる｡
1-2.暗記当然の雰囲気,風潮














































聞 き取 り調査において,教育勅語を ｢覚えるのが当たり前だった｣ と語 る人は少な くな
い｡｢誰か らも教育勅語を暗記するようには言われなか った｡同級生 の中には暗記 してい
ない子 も多 くいたが,教師か ら怒 られたり罰を科せ られたりはしなか った｡それなのに,
なぜ暗涌 したり全文を書いたりしようとしたか というと,そういう時代だったか ら｡天皇
陛下が神だった時代｡奉安殿に天皇陛下の写真がまつ ってあって,毎 日拝礼 していた｡軍
国主義時代の日本は天皇 という言葉を聞いただけで も姿勢を正 さなければな らず,天皇 は
とて もおそれおおい存在だった｡教育勅語 は,学校で,天皇陛下の身がわ りとして扱われ
ていたので, とて もおそれおおいものだと思 っていた｣(2408長崎) とい うよ うに, 天皇
絶対主義の社会において,｢天皇のお言葉｣ として出された教育勅語 を暗記す ることは暗
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勲の了解 となっていたといえるだろう｡｢日本国民 として,天皇 さまのお言葉を覚え るこ
とは当然｣,｢覚えなければ日本国民ではない｣(1856長崎,2414朝鮮,2591佐賀),覚える
ことは ｢日本人のつとめ｣(3120長崎)という風潮のもとで,教師か ら覚えるように強制 さ
れるまでもな く, ましてや罰を科せ られるまで もな く,児童の多 くが教育勅語を覚えてい
たという状況である｡
｢教育勅語を暗涌 したり,奉安殿に対 し礼をすることなど,命令 されて無理や りさせ ら
れているのではな く,みんながするか ら, 自然 と,そういうものだと思い,何 も考えずに
暗諦 し礼を していた｡礼は学校 に入る時,教室に入 る時 もしていた｡下級生などは上級生
がすればそのまねをする｡そ うやって学校全体が行動するようになったのだと思 う｣(3206
長崎) という話には,学校全体が暗記当然の雰囲気を作 り出 していった経緯がうかがえる｡
校長や教師がやるか ら一十上級生がやるか ら一同級生がやるか ら一 日分 もや らなければな ら
ない, といわば無言の圧力に押 されるかたちで,児童は勅語を暗記 していったと考え られ
る｡ こういった状況では教育勅語を覚えていないか らといって教師か ら罰が加え られるわ
けではないが,かわりに覚えていない児童は,周 りか ら ｢非国民｣(00384,3414岩手,33
06福岡) と言われたり,｢仲間はずれ｣にされたり,｢ダメな生徒｣(2007長崎)と格印を押
されたり, 自ら ｢劣等感｣を抱いたりした｡覚え られないことは ｢恥｣であった0
1-3.自覚,共感

























教育勅語の意味内容を知 りそれに共感 して暗記 した, もしくは覚える過程で勅語の意味
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を理解するようになってそれに感動 しなが ら暗記 した, という意味理解派 と,必ず しも内












































小学校時代 に教育勅語 を読んだ り聞 いた りして部分的 になん とな く覚えてはいて も,受
験 とい う,意識的 に覚 え るきっかけが与 え られて初 めて全文暗記 した, ということだろう｡
1-6.習慣化
学校 において教育勅語を繰 り返 し読んだ り,校長や教師やまわ りの子 どもたちが読むの




































































会を通 して覚えたと語 っている｡毎日教育勅語に接 したと語る人 も少な くない｡｢毎 日呪
文のように繰 り返される｣(1733長崎)｢毎日一度は耳にする｣(2585熊本)｢毎日目にした｣
｢事あるごとに｣(2034岡山)｢ありとあらゆる生活の場で｣(3023長崎)というように,日々







と尋ね, 6つの選択肢を用意 した｡それぞれの回答の割合は,①全文を暗記 しただけでな
く何 も見ずに全文を書 くこともできた (以下<全文暗記 ･暗写> と略す,16,6%),②何
も見ずに書 くことはできなかったが全文を暗記 した (<全文暗記>58,4%),③半分以上
は暗記 した (<半分以上暗記>11,4%),④最初の部分 くらいは覚えた (<冒頭覚えた>
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Q7 教育勅語を鴫紀 したか
図2は,教育勅語の暗記量と,罰との関係を示すものである｡教育勅語に関するアンケ
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教育勅語を暗記 しなか った人の理由か ら,暗記 ,した人たちの動機が逆照射 されるのでは






























C, e, f, kは.教育勅語 に接する機会が祝祭日などの儀式 に限 られていたことを,
教育勅語を覚えなか った (あるいは周 りの児童が覚えていなか った)理由としてあげてい
る｡図 4では,教育勅語 に接す る機会が<祝祭 日> に限 られていた人の12,4%が< 冒頭覚
えた> もしくは<覚えなか った>を選択 していた｡先述 したように,祝祭 日などの儀式 に
おいて校長の勅語 ｢奉読｣ 卑聞いているうちに覚え串とI､う人 もいたが,当然なが ら覚え
なか った人 も比較的高 い割合でいたということである｡
jは教師か ら勅語を覚え るように言われなか ったことを,bは個人暗講をさせ られなかっ
た ことを, d, gは暗記 しな くて も罰がなか ったことを,理由としてあげている｡
いずれの場合 も,暗記 しようとして覚え きれなか ったわけではな く,最初か ら暗記す る
必要のない環境のなかにいたために覚えなか った事情が うかがえる｡ ｢頭 が よい といわれ
る人たちは暗記 していた｣｢覚えて も全然 自分のためにはな らなか った し, 必要 が あ った




これ らのことか ら,教育勅語に接する機会を増やす,勅語を暗記するように言 う,個人
暗涌 させる,暗記 しない場合は罰を科す, といった学校側による指導が,教育勅語暗記を
児童に促すことにつながったといえる｡
おわ Uに
児童が教育勅語を暗記 した主たる動機について,聞き取 り調査とアンケー ト調査の結果
か ら,次のようにまとめられる｡
① 校長や教師が,勅語を覚えるようにと言葉かけをおこない,暗記できない場合には罰
を科 して,強制的,徹底的に指導を した場合,児童が全文暗記 した割合は高かった｡
児童は,｢教師に叱 られたり罰せ られたりしないように｣勅語の暗記に努めた0
② 校長や教師のみでな く児童 も含めて学校全体が,いったん暗記当然の雰囲気をっ くり
だせば,教師が暗記を強制する必要はなかった｡児童 は無言の圧力に押されるかたち
で ｢みんな覚えているのが当たり前だから｣勅語を暗記 していった｡
(卦 教育勅語に接する機会が学校生活のなかに数多 く設定 された場合,児童が全文暗記 し
た割合は高かった｡教育勅語に接する機会を多 くして児童の視聴覚に訴えるように工
夫された環境のもとでは,勅語は児童にとって読み慣れ耳慣れ見慣れたものとなって






































痛を伴うもの,｢その他｣とは修身の成績が悪 くなる等,を指す｡<全文暗記 ･暗写> した人で
罰を科せられたと回答した69名のうち,無記入6名,叱責 7名,強制9名,体罰44名,その他6
名,であった｡<全文暗記>した人で罰を科せられたと回答した144名のうち,無記入10名,吃
箕12名,強制30名,体罰90名,その他8名,であった｡<半分以上暗記> した人で罰を科せ られ
たと回答した21名のうち,無記入 3名,叱文1名,強制4名,体罰13名,その他0名,であった｡
いずれの場合にも罰全体に占める体罰の割合は6割程度となっている｡したがって,<全文暗書己･
暗写> した人について,罰を科せられた割合は高かったが,罰全体に占める体罰の割合が特に高
かったわけではない｡
8)そのはかの回答の組み合わせと人数は以下の通り｡<祝条目･毎日>が89名,<毎日>のみが52
名,<修身 ･毎日>が38ii,<その他>11名,<祝祭Ej･その他>6名,<修身 ･その他>6名,
<祝祭日･修身 ･その他>19名,<祝祭日･毎日･その他>3名,<祝祭E)･修身 ･毎日･その
他>7名,無記入 2名,計233名は図4･5の ｢上記以外｣にあたる｡
9)[]内の最初の番号は,教育勅語に関するアンケート詞査紙の婁理番号である｡ アンケー ト調
査では,回答とともに,アンケート用紙の余白に教育勅語の思い出を書いていただくように依頼
した｡整理番号のあとに,回答者の小学校時代を過ごした蔀道府県名および生年を付した｡
